
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被洗物を収容する槽と、該槽内に洗浄液を供給する洗浄液供給系と、槽内の洗浄液をそ
の外部に排出する排液系とを備え、一回の洗濯処理で、上記槽内に洗浄液として熱水を溜
めて該熱水により被洗浄物を熱水洗いする洗い工程と、槽内の熱水を排液系を介して排液
した後に洗浄液として水を供給して溜め、該水により被洗浄物を濯ぐ濯ぎ工程とを少なく
とも行う熱水洗濯機において、
　上記排液系の下流側に、濯ぎ工程で使用した水を貯留する貯水タンクを設け、
　該貯水タンクは、内部に仕切板を

　該排水流路の入口側に上記槽からの排水管を接続し、
　

　前回の洗濯処理の濯ぎ工程で使用した水を貯水タンク内に降温用水として貯留しておき
、今回の洗濯処理の洗い工程で使用した熱水を上記排水管から貯留タンクに直接排出し、
上記排水流路を通過させることで降温用水と攪拌混合することにより熱水の温度を下げて

、
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上下方向に互い違いに配設して尚且つタンク底面から
下端を離した状態で設けることにより、上下方向に蛇行し尚且つ下端がタンク底面に沿っ
て連通した排水流路が形成されており、

排水流路の出口側上部に、オーバーフロー管の上端入口を接続して該オーバーフロー管
の下端出口を下水系に合流させ、
　排水流路の出口側下部に、ドレン管とドレン排出弁を介して下水系に接続し、

温水とし
ドレン排出弁を閉じた状態では導入された熱水の量に応じてオーバーフロー管から上記



ことを特徴とする熱水洗濯機。
【請求項２】
　洗い工程で使用する洗浄液を加熱する加熱手段を備えたことを特徴とする請求項１に記
載の熱水洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、洗い工程において熱水を用いて被洗物の洗浄及び消毒・滅菌を行う熱水洗濯

に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、病院や老人福祉施設等には、汚物の付着した下着やおむつ等や一般リネン用の洗
濯設備として、汚物除去機や洗濯脱水機や脱水後の乾燥機能を備えた洗濯機が備えられる
ように成ってきているが、特に病院における被洗物には、感染性の病原菌を保持した衣類
や排泄物の付着した衣類や下着、又はおむつ等が含まれている。
【０００３】
　したがって、被洗物の洗濯には洗い工程において熱水を用い、温度を８０℃以上に加熱
して一定時間（例えば１０分）以上維持するなど、洗浄、滅菌・消毒等の処理を適正に施
し得る熱水洗濯機が開発されている。
【０００４】
　この種の熱水洗濯機は、例えば、筐体内に、前方開口部を有する槽として外胴が区画形
成され、この外胴内に、周壁に複数の貫通孔を開口した回転ドラムが回転可能に収納され
ており、外胴の開口部に取り付けられた開閉扉を開放して、回転ドラム内に被洗物を収容
すると共に外胴内に熱水を供給して、回転ドラムを回転させることにより、被洗物を洗濯
するとともに熱水消毒している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、従来の熱水洗濯機にあっては、外胴内に貯留する熱水が８０℃～９３，９４
℃程度の温度に上昇するため、病院等の設備の排水管にそのまま排水すると、配水管設備
に多く用いられている硬質塩化ビニール製の排水管等が軟化・変形していまう。そのため
、通常は「クーリングダウン」と云って熱水の排水前に外胴内へ冷水を注入して熱水と混
合し、硬質塩化ビニール製の排水管の熱変形温度である６０℃～６５℃未満程度の温度に
降下したことを確認してから排水する方法が採られている。
【０００６】
　しかし、このような方策を採用した場合、外胴内の熱水を降温させるために別途給水を
行っているので、使用水量が増加して上水道及び下水道料金が上昇したり、降温のための
給水工程時間が増加し処理時間が増大してしまう。
【０００７】
　また、外胴内で熱水に冷水を混合して急激に温度を下げるため、被洗物としての衣類が
繊維縮みを起こしてしまうことがあった。
【０００８】
　さらに、熱水の降温に使用する冷水としては、通常、水道水を用いているが、季節によ
って水温が異なるため、使用水量や時間が変化することになる。
【０００９】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、槽内で使用した
熱水を槽内に冷水を給水する等のクーリングダウンすることなく槽から直接排液すること
ができ、排液した熱水を簡単な構造のタンクに排水させ降温させてから下流側の下水系へ
と排水することができ、上下水道料金の上昇や給水時間やクーリングダウン等の処理時間
の増大、及び被洗物としての衣類の繊維縮みが生じることなく、下水系の配管の熱損傷を
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温水を下水系に排水し、ドレン排水弁を開いた状態で貯水タンクの底部に溜まった汚物を
タンク底面に沿って下水系へ温水で流し出すようにした

機



防止できる熱水洗濯 を提供しようとするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために提案されたもので、請求項１に記載のものは、被洗
物を収容する槽と、該槽内に洗浄液を供給する洗浄液供給系と、槽内の洗浄液をその外部
に排出する排液系とを備え、一回の洗濯処理で、上記槽内に洗浄液として熱水を溜めて該
熱水により被洗浄物を熱水洗いする洗い工程と、槽内の熱水を排液系を介して排液した後
に洗浄液として水を供給して溜め、該水により被洗浄物を濯ぐ濯ぎ工程とを少なくとも行
う熱水洗濯機において、
　上記排液系の下流側に、濯ぎ工程で使用した水を貯留する貯水タンクを設け、
　該貯水タンクは、内部に仕切板を

　該排水流路の入口側に上記槽からの排水管を接続し、
　

　前回の洗濯処理の濯ぎ工程で使用した水を貯水タンク内に降温用水として貯留しておき
、今回の洗濯処理の洗い工程で使用した熱水を上記排水管から貯留タンクに直接排出し、
上記排水流路を通過させることで降温用水と攪拌混合することにより熱水の温度を下げて

、
　

ことを特徴とする熱水洗濯機であ
る。
【００１１】
　請求項２に記載のものは、洗い工程で使用する洗浄液を加熱する加熱手段を備えたこと
を特徴とする請求項１に記載の熱水洗濯機である。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明に係る熱水洗濯機の一実施形態における外観を示す正面図、図２は、本
実施形態の熱水洗濯機における内部構造を示す正面図、図３はその側面図、図４はその背
面図である。なお、以下の説明では、便宜上、図２における正面側を前面側または前方側
とし、図４における背面側を後面側または後方側として説明する。
【００１４】
　これらの図面に示すように、例示した本実施形態の熱水洗濯機１は、回転ドラム２の回
転軸芯を概水平に支持した横型の熱水洗濯機であり、例えば、病院等において感染性の病
原菌を保持した衣類や排泄物の付着した衣類や下着、おむつ等の被洗物を回転ドラム２内
に収容して、熱水による洗い工程、水による濯ぎ工程を少なくとも含む洗濯処理を行うこ
とができ、これに加えて脱水工程を行うことができる熱水洗濯機として構成されている。
即ち、本実施形態の熱水洗濯機１は、前面に開閉扉３を有する概ね直方体状の筺体４の内
部に、少なくとも洗い工程で熱水を貯留すると共に濯ぎ工程で水を貯留する概水平に支持
された円筒状の外胴５が区画形成され、この外胴５内に、周壁に複数の貫通孔６が開口さ
れた概ね横置き有底円筒体状の回転ドラム２が回転可能に収納されており、この回転ドラ
ム２内に被洗物を収容すると共に外胴５内に水又は温水を供給して加熱手段で熱水にして
、回転ドラム２を回転させることにより、汚物等の付着した被洗物を洗浄するように成っ
ており、洗い工程の完了後に濯ぎ工程を経て、外胴５に接続して設けた排液系の弁を開放
して外胴５内から水を排出し、回転ドラム２を回転させて遠心力により被洗物に含まれた
水分を脱水処理（脱水工程）するように成っている。
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機

上下方向に互い違いに配設して尚且つタンク底面から
下端を離した状態で設けることにより、上下方向に蛇行し尚且つ下端がタンク底面に沿っ
て連通した排水流路が形成されており、

排水流路の出口側上部に、オーバーフロー管の上端入口を接続して該オーバーフロー管
の下端出口を下水系に合流させ、
　排水流路の出口側下部に、ドレン管とドレン排出弁を介して下水系に接続し、

温水とし
ドレン排出弁を閉じた状態では導入された熱水の量に応じてオーバーフロー管から上記

温水を下水系に排水し、ドレン排水弁を開いた状態で貯水タンクの底部に溜まった汚物を
タンク底面に沿って下水系へ温水で流し出すようにした



【００１５】
　外胴５は、筐体４の略上方中央部に区画形成された概水平に支持された円筒状の中空室
であり、下端底部に箱状の収容槽３３が一体に設けられ、この収容槽３３を含めた下半部
分が熱水や水等を溜める槽として機能し、収容槽３３内には加熱手段として加熱ヒーター
３３ｈが設けられている。外胴５の前面には、後述する回転ドラム２の投入口２４に連通
する円形状の開口部７が形成され、この開口部７にはシール材８を介して開閉扉３がヒン
ジ機構等により回動開閉可能に取り付けられている。したがって、開閉扉３の閉成状態で
はシール材８により密閉されるので、外胴５より水漏れすることなく熱水や水等を貯留し
うることになる。
【００１６】
　この外胴５は、その下半部左右の前後に亘って、防振用の防振スプリング９を介設した
架台１０ａ、１０ｂ上に配設されており、防振スプリング９により隔てられた架台１０ａ
、１０ｂ間には、偏芯荷重等による衝撃を吸収するためにショックアブソーバー１１が配
設されている。
【００１７】
　外胴５には、被洗物の洗い工程において外胴５内へ熱水或いは温水を供給する給湯管（
図示せず）と、濯ぎ工程において外胴５内へ水を供給する給水管（図示せず）とが接続さ
れており、熱水或いは温水と水とを切り替えて供給等するために、給湯管には湯供給弁が
介設され、給水管には水供給弁が介設されている。
　なお、熱水、温水、及び水は、本発明における洗浄液の一種であり、給湯管及び給水管
が本発明における洗浄液供給系として機能する。
【００１８】
　外胴５の後面５ａの上部には、被洗物の消毒・滅菌処理時に外胴５内へ薬液を供給する
複数の処理薬液供給管１２が接続されており、各処理薬液供給管１２には、数種の薬液を
切り替えて供給等するために、処理薬液供給弁１３がそれぞれ介設されている。薬品とし
ては、洗剤、殺菌剤、消毒剤、消臭剤、脱臭剤、防臭剤などであり、必要に応じて適宜選
択することができる。
【００１９】
　消毒剤として、汚物を酸化分解する薬剤で、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カリウ
ム等の次亜塩素酸、さらし粉、過酸化水素、過マンガン酸カリウム、二酸化マンガン、鉄
系化合物、過炭酸ナトリウム、オゾン、有機過酸化物、二酸化塩素、亜塩素酸塩、過硫酸
塩、過ヨウ素酸塩などが挙げられ、この中でも次亜塩素酸ナトリウム、さらし粉、過塩素
酸塩、過硫酸塩、過ヨウ素酸塩であることが好ましい。なお、次亜塩素酸ナトリウムは消
毒剤としても消臭剤としても機能するので好適である。
【００２０】
　消臭剤は、汚物の臭気成分である硫化水素、メチルメルカプタン、硫化メチル、および
アンモニアの少なくとも１種以上を分解する化合物であって、次亜塩素酸ナトリウム、次
亜塩素酸カリウム等の次亜塩素酸塩、さらし粉、過酸化水素、過マンガン酸カリウム、二
酸化マンガン、過炭酸ナトリウム、オゾン、有機過酸化物、二酸化塩素、亜塩素酸塩、過
塩素酸塩、過硫酸塩、過ヨウ素酸塩などの酸化剤、二価鉄化合物、酸化チタン、酸化ジル
コニウム、酸化ケイ素、酸化カルシウム、酸化アルミニウム、ミョウバン、硫酸アルミニ
ウム、硫酸銅、炭酸亜鉛、硫酸亜鉛、塩化亜鉛、およびニッケル、コバルト、白金、パラ
ジウム、銀、モリブデン、ルテニウムなどの金属化合物、有機アルデヒド化合物、鉄（Ｉ
ＩＩ）－フタロシアニン、誘導体などが挙げられる。
【００２１】
　外胴５の下端の収容槽３３には、下方へ向けて排液系としての排水管１４が接続され、
この排水管１４には蛇腹管１５を介して排水弁１６が介設されており、その先端部１４ａ
は筐体４内の下部に配された貯水タンク１７内の底部近傍まで垂下されている。したがっ
て、この排水弁１６を開放することにより、外胴５の一部を開放することができ、外胴５
内に貯留した熱水、水などの洗浄液を貯水タンク１７内へ排出して該貯水タンク１７内で
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一時貯留しうるように成っている。
【００２２】
　この貯水タンク１７は概ね中空直方体状のタンクであり、その容積は外胴５内の貯水容
量との関係で適宜設定されるが、本実施形態では外胴５内の貯水容量の１．２倍またはそ
れ以上に設定されている。理由は、熱水の温度を９５℃、猛暑時の上水道の水温を３０℃
と仮定しても、貯水タンク１７から下水道に排水される水温を６０℃以下に押えることが
できるからである。すなわち、外胴５の貯水容量をＱ、貯水タンク１７の容量をｎＱ、比
熱を「１」、下水系の耐熱温度（許容排水温度）を６０℃とすると、（９５×Ｑ＋３０×
ｎＱ）／（Ｑ＋ｎＱ）＜６０となり、ｎ＞１．１７になるからである。
【００２３】
　また、貯水タンク１７の右側部の中央下部には貯水タンク１７内に沈殿する滅菌・消毒
済みの残渣を排出するために、ドレン管１８とドレン排出弁１８´を介して下流側の下水
系１９が接続されており、貯水タンク１７の右側部の中央上部にはオーバーフロー管２０
の上端入口が接続されて下端出口が下水系１９へと合流しており、貯水タンク１７の貯水
量が所定の水量を超えたときに、オーバーフロー管２０から溢れ出る水を下水系１９へと
排水するように成っている。
【００２４】
　この貯水タンク１７は、後述する濯ぎ工程で使用した低温の水を降温用水として貯留し
ておき、後述する洗い工程で使用した熱水を貯水タンク１７内へ排水して混合することに
より熱水を降温させるための槽であり、降温作用を促進させるために貯水タンク１７に攪
拌手段を備えることが好ましい。本実施形態における攪拌手段は、図５に示すように、貯
水タンク１７内に仕切板３４を上下に互い違いに配設して排水流路３５を区画することに
より構成されており、排水管１４の先端部１４ａは排水流路３５の入口側に浸漬され、オ
ーバーフロー管２０の上端入口は排水流路３５の出口側上部に接続されている。このよう
に、排水流路３５を通過させるだけの簡単な構造により、外胴５から排出した熱水と貯水
タンク１７内の冷たい降温用水とを効率良く混合して降温させ、この水（温水）を下流側
の下水系１９へと排水するものである。なお、本実施形態では、攪拌手段を貯水タンク１
７内に排水流路３５を区画する仕切板（バッフル板）３４により構成したが、これに限る
ものではなく、例えば、モータ等の駆動装置により回転駆動される攪拌翼等により構成し
てもよい。駆動装置により攪拌すると、降温の促進に寄与するばかりでなく、貯留タンク
１７内における汚物等の沈殿も防止できる効果がある。
【００２５】
　上記排水管１４は外胴５から垂下され、その先端部（下端）１４ａは貯水タンク１７内
に貯留される降温用水のレベル（オーバーフロー管の上端入口）よりも低く配設し、貯水
タンク１７内の水位でいつも閉鎖状態となるようにする。したがって、排水管１４がエア
ートラップとして機能することになり、貯留タンク１７内の臭いが外胴５内に逆流するの
を防止することができる。
【００２６】
　外胴５の下端の収容槽３３は、被洗物から分離された汚物を円滑に収容して、回転ドラ
ム７と外胴６との隙間に詰まることを防止するために区画形成されており、この収容槽３
３内には、給水管から供給された水を加熱したり、給湯管から供給された熱水を加熱また
は温度維持するための加熱ヒーター３３ｈが設けられており、さらに外胴５内に供給され
た水に加熱手段としてボイラー等から直接蒸気を吹き込んで熱水としたり蒸気消毒するた
めの蒸気噴出管（図示せず）を設けてもよい。
【００２７】
　また、外胴５の後面５ａの上部には貯水タンク１７へと至るオーバーフローチューブ２
１が接続されており、外胴５内の貯水量が所定の水量を超えたときに、オーバーフローチ
ューブ２１から溢れ出る水等を貯水タンク１７へと排水するように成っている。
【００２８】
　回転ドラム２は、外胴５に対する内胴となるもので、前面２ａに投入口２４を開口した
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概ね有底円筒体を横置きした形状を呈し、その周壁には貫通孔６が多数形成されており、
所定の間隔を隔てて外胴５内に収納され、駆動手段２３により正逆回転、低速・高速回転
しうるように構成されている。また、回転ドラム２の周壁内面には、被洗物を回転力で掻
き揚げて攪拌するための突起部２２が複数個その周方向に沿って等間隔で、例えば３～６
箇所に配置されている。即ち、有底円筒体の底部に相当する部分が回転ドラム２の後面と
なり、前方側も円形の投入口２４を有するリング状の前面２ａで覆われており、回転ドラ
ム２の後面から後方へ突出した回転軸２５が外胴５の後面５ａに設けた軸受２６に横向き
に軸支されている。そして、軸受２６から突出した回転軸２５の先端にプーリ２７が固定
され、このプーリ２７とインバーターモータ２９とにＶベルト３０が張設され、このモー
タ２９の作動により回転ドラム２が回転駆動される。したがって、本実施形態では、モー
タ２９やプーリ２７、Ｖベルト３０が駆動手段２３として機能する。
【００２９】
　なお、本実施形態の熱水洗濯機１において、外胴５、回転ドラム２、開閉扉３、排水管
１４、排水弁１６及び貯水タンク１７等の接水部分は、全てステンレス鋼（ＳＵＳ３０４
）等の耐食性、耐薬品性及び耐熱性等を備えた材料により形成されている。また、筐体４
の前面左上部には操作パネル３２が設けられており、制御装置に接続されている。
【００３０】
　次に、本実施形態の熱水洗濯機１における作用と洗濯処理について説明する。
　本実施形態の熱水洗濯機１は、上述したように、横向き回転ドラム２を備えた熱水洗濯
機であり、この回転ドラム２内に被洗物を入れてすべての洗濯処理を行うことができる。
【００３１】
　まず、開閉扉３を開放して回転ドラム２内に被洗物、例えば、感染性の病原菌を保持し
た衣類や排泄物の付着した衣類等を投入する。そして、開閉扉３を閉じてから操作パネル
３２のスタートスイッチをオンにすると、制御装置が筐体４に設けた扉開閉検出器（図示
せず）からの信号に基づいて開閉扉３の閉状態を確認した後、制御装置の制御の下で、給
水弁が開放されて外胴５内に所定量の水が供給され、被洗物が回転ドラム２内で水に浸漬
される。
【００３２】
　本実施形態では、回転ドラム２の中心よりも下方の位置まで水が供給され、その水位を
液面検出器（図示せず）が検出すると、この液面検出器からの信号に基づいて制御装置が
給水弁を閉じる。なお、処理室内の水位が危険域まで上昇した場合には、液面検出器から
の信号に基づいて制御装置が運転を停止するとともに、前記したオーバーフローチューブ
２１から貯水タンク１７内へ排水される。
　そして、外胴５内に所定量の水を供給して回転ドラム２内の被洗物が浸漬されたならば
、制御装置がモータ２９を回転して回転ドラム２を回転し、この回転により被洗物の予洗
工程を開始する。
【００３３】
　予洗工程が終了したならば、排水管１４の途中に設けた排水弁１６を開放して、外胴５
内の水を貯水タンク１７へと排水して貯留する。
【００３４】
　予洗工程で使用した水の排水完了の後、制御装置の制御の下で、処理薬液供給弁１３が
開放されて外胴５内に所定量の処理薬液が供給されると共に、給湯弁が開放されて所定量
の熱水が供給され、これにより所定濃度の処理液（洗浄液）が外胴５内に貯留される。前
記したように、この処理液のレベルを液面検出器が検出すると、液面検出器からの信号に
基づいて制御装置が給湯弁を閉じる。
【００３５】
　この様にして、外胴５内に所定量の加熱された洗浄液（熱水）が供給されて回転ドラム
２内の被洗物が浸漬されたならば、制御装置がモータ２９を回転して回転ドラム２を回転
し、この回転により被洗物から汚物を分離する本洗工程を行う。加熱処理液の温度は８０
～１００℃、好ましくは８５℃以上である。８５℃まで加熱すると消毒・滅菌を確実に行
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うことができ、しかも、汚物等を有効に分離することができる。
【００３６】
　なお、開閉扉３を閉じると外胴５内は密閉されるので、予洗や本洗などの洗い工程中に
悪臭が外部に漏れることはない。
【００３７】
　また、処理液で加熱した被洗物を回転ドラム２により回転すると、被洗物を突起部２２
により掻き揚げて高く持ち上げてから落下攪拌させることができ、この落下による衝撃に
より効率良く汚物を離脱させることができる。
【００３８】
　汚物等が分離されると、回転ドラム２の貫通孔６を通って外胴５の下端の収容槽３３の
底部に沈殿する。したがって、汚物等が回転ドラム２と外胴５との間に入り込んで回転ド
ラム２の回転を阻止するという不都合がなく、この隙間を狭く設定しても問題がない。ま
た、処理液中に分散した状態で浮遊している汚物等も、次第に回転ドラム２の貫通孔６を
通って収容槽３３の底部に沈殿することになる。
【００３９】
　この様にして汚物等の分離が進行すると、分離された汚物等が次第に回転ドラム２の貫
通孔６を通って回転ドラム２の外に出て、収容槽３３の底部に沈殿するが、回転ドラム２
内には洗浄、及び消毒・滅菌処理された衣類等の被洗物が残る。
【００４０】
　本洗工程が終了したならば、衣類等の被洗物を回転ドラム２内に残したまま排水弁１６
を開放して、処理液を貯水タンク１７へと排液する。この貯水タンク１７には前回の洗濯
処理における濯ぎ工程で使用した冷たい水が降温用水として貯留されているので、今回の
洗濯処理における本洗工程で使用した熱水（高温処理液）を外胴５から排出して貯水タン
ク１７内の降温用水に混合することができ、この降温用水と熱水との混合により熱水の温
度を降下（降温）させることができる。そして、貯水タンク１７にはオーバーフロー管２
０が備えられているので、熱水の導入により増加した貯水タンク１７内の降温した水は、
導入された熱水の量に応じてオーバーフロー管２０から溢れ出て下流側の下水系１９へと
排水されることになる。
【００４１】
　なお、貯水タンク１７から下水系１９への排水は、必ずしもオーバーフロー管２０を介
するものに限定されるものではなく、例えば熱水を貯水タンク１７内に注入して混合する
混合初期はオーバーフロー管２０のみから排水し、その後遅れてドレン排出弁１８´を開
き、貯水タンク１７の底部に溜まりがちな汚物を下水系１９へ流し出すようにしてもよい
。このため、図面に示す貯水タンク１７の仕切板３４は、汚物が排出できるように下端を
タンク底面から離して汚物等の通過に支障がないように構成されている。
【００４２】
　なお、貯水タンク１７に攪拌手段を備えた場合には、攪拌手段により外胴５から排出さ
れて貯水タンク１７内に導入された熱水と降温用水とが攪拌されながら混合されるので、
熱水の降温を促進することができる。
【００４３】
　この様にして、熱水を降温させてから下水系１９へと排水すると、下水系１９を構成し
ている硬質塩化ビニール管などを熱で変形させたり損傷することを防止できる。また、上
下水道料金の削減や給水時間削減による工程時間の短縮化ができ、さらには回転ドラム２
被洗物としての衣類を急激に冷却することがないので、繊維縮みが生じることない。
【００４４】
　排液工程が終了したならば、被洗物を回転ドラム２内に収容した状態で回転ドラム２を
高速回転して荒脱水工程を行う。なお、この荒脱水工程は必要に応じて適宜行うものであ
り、必須ではない。
【００４５】
　荒脱水工程が終了したならば、給水弁を開放して外胴５内に水を供給し、回転ドラム２
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の回転により衣類等の被洗物を濯ぎ洗浄する。濯ぎ工程が終了したならば、再度、排水管
１４の排水弁１６を開放して排液工程を行い、外胴５内の水を貯水タンク１７内へと排出
する。本実施形態では、この濯ぎ工程を３回繰り返すこととする。そして、３回目の濯ぎ
工程が終了した後排液工程を行うと、貯水タンク１７内には再び冷たい水が貯留されるこ
とになり、この貯水タンク１７内の貯留水は次回の本洗工程で使用する熱水を降温する降
温用水として用いられる。
【００４６】
　最終の排液工程が終了したならば、本脱水工程へと移行することになる。本脱水工程は
、排水弁１６を開放した状態で回転ドラム２を回転させることにより遠心力で被洗物に含
まれている水分を除去することにより行う。そして、本脱水工程が終了して今回の洗濯処
理をすべて終了する。
【００４７】
　この様な各工程を経て洗濯処理が終了すると、回転ドラム２内に残った衣類等の被洗物
は洗濯され、しかも消毒・滅菌処理されているので、開閉扉３を開いて取り出し、再度使
用することができる。
【００４８】
　このように本実施形態の熱水洗濯機１は、手術衣、作業衣等の再利用可能な被洗浄物だ
けでなく、紙おむつ等の廃棄物の廃棄前処理として、汚染物を加熱消毒・滅菌処理するた
めに用いることができるものである。
【００４９】
　特に、本発明を使用済み紙おむつの処理に適用した場合、熱水に浸漬した状態で使用済
み紙おむつを回転ドラム２内で回転すると、被洗物を突起部２２で高く掻き揚げてから落
下させることができ、この落下による衝撃により容易に汚物を分離することができ、また
、紙おむつの表カバーシートのヒートシール部分が熱により軟化されると、この部分から
剥離して内部の吸収剤が外に出易く、加熱下における攪拌をある程度継続すると、すべて
の紙おむつの表カバーシートや内面の不織布シートが解体されて、これらのより内包され
ているセルロースや高吸水性ポリマーがばらばらに解体されることになり、好適である。
そして、解体したセルロースは集めて再利用することができる。
　また、使用済み紙おむつの場合には、回転ドラム２内にカバー類等が残るが、残留した
カバー類等は加熱滅菌ないし消毒処理されているので、回転ドラム２から取り出した後に
一般廃棄物として廃棄することができる。
【００５０】
　なお、上記の実施形態では、洗濯処理の一例を述べたに過ぎず、その処理方法や処理順
序等は本実施形態に何ら拘束されるものではない。例えば、予洗工程に使用する洗浄液に
熱水を使用してもよい。また、洗い工程は、前記した実施形態に示す予洗工程と本洗工程
の２つに限定されるものではなく、１回の本洗工程だけでもよいし、何度か繰り返しても
良い。
【００５１】
　また、本実施形態の熱水洗濯機１は回転ドラム２を横向きに配した所謂横型の熱水洗濯
機として構成されているが、その形式や方式等は何ら限定されるものではなく、例えば、
回転ドラム２を縦向きに配した所謂竪型の熱水洗濯機として構成したり、回転ドラム２及
び外胴５の軸方向両端部にそれぞれ開閉扉を取り付けた所謂ワンウエイ方式の熱水洗濯機
などとして構成してもよい。さらに、使用済み紙おむつの洗濯機の場合には、排液系の途
中に、分解したセルロースを濾過収集してプレスする機構を付加して構成しても良い。
【００５２】
　また、前記実施形態では、貯水タンク１７にオーバーフロー管２０を設けて、外胴５か
ら排出される熱水が導入された分の水を逐次オーバーフローさせる構成であるが、オーバ
ーフローさせることなく貯水タンクから下水系に排水するように構成しても良い。例えば
、貯水タンクの容量を大きく設定するとともに貯水タンクに排水弁を設け、排水弁を閉じ
た状態で外胴から排出される熱水をすべて貯水タンク内に導入して温度を降下させ、その
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後で排水弁を開いて下水系に排水してもよい。この様に構成すると、下水系に排水される
水の温度の差を少なくすることができる。また、外胴などの槽から貯水タンクに排水する
ための排液系は、貯水タンクに対して上から注入するものに限らず、例えば貯水タンクの
側面に接続して側方から注入する構成でもよい。
　要するに、本発明における貯水タンクは、前回の洗濯処理における濯ぎ工程で使用した
低温の水を降温用水として貯留しておき、今回の洗濯処理における洗い工程で使用した熱
水を貯水タンク内で混合して降温させることができればどのような配管構成でも良い。
【００５３】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、次のような優れた効果を奏する。
　即ち、槽内の洗浄液をその外部に排出する排液系の下流側に、濯ぎ工程で使用した低温
水を貯留する貯水タンクを設け、該貯水タンクは、内部に仕切板を

該排水流路の入口
側に上記槽からの排水管を接続し、

前回の洗濯処理の濯ぎ工程で使用
した水を貯水タンク内に降温用水として貯留しておき、今回の洗濯処理の洗い工程で使用
した熱水を上記排水管から貯水タンクに直接排出し、上記排水流路を通過させて降温用水
と攪拌混合することにより熱水の温度を下げて 、

。
　この様に、貯水タンクを経由させるだけで熱水を降温用水と効率よく混合して降温させ
てから下水系に排水するので、下水系に使用されている管材を熱変形させたり熱損傷させ
る不都合を解消することができる。また、前回の洗濯処理における濯ぎ工程で使用した水
を降温用水として使用するので、上下水道料金を抑制することができるし、使用する水の
量も季節によって大きく左右されることもない。さらに、被洗物の温度を急激に下降しな
いので、衣類の繊維縮みが生じることがない。そして、貯水タンク内の仕切板を底面から
離して配設してあるので、底部に溜まりがちな汚物等を下水系へ排出することができる。
　また、本発明によれば、従来のクーリングダウンにおける給水時間を削減できるので、
洗濯処理の効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る熱水洗濯機の一実施形態における外観を示す正面図である。
【図２】　本実施形態の熱水洗濯機における内部構造を示す正面図である。
【図３】　本実施形態の熱水洗濯機における内部構造を示す側面図である。
【図４】　本実施形態の熱水洗濯機における内部構造を示す背面図である。
【図５】　本実施形態の熱水洗濯機において、貯水タンクの攪拌手段を示す概略図である
。
【符号の説明】
　１　熱水洗濯機
　２　回転ドラム
　　２ａ　前面
　３　開閉扉
　４　筺体
　５　外胴
　　５ａ　後面
　６　貫通孔
　７　開口部
　８　シール材
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上下方向に互い違いに
配設して尚且つタンク底面から下端を離した状態で設けることにより、上下方向に蛇行し
尚且つ下端がタンク底面に沿って連通した排水流路が形成されており、

排水流路の出口側上部に、オーバーフロー管の上端入
口を接続して該オーバーフロー管の下端出口を下水系に合流させ、排水流路の出口側下部
に、ドレン管とドレン排出弁を介して下水系に接続し、

温水とし ドレン排出弁を閉じた状態では
導入された熱水の量に応じてオーバーフロー管から上記温水を下水系に排水し、ドレン排
水弁を開いた状態で貯水タンクの底部に溜まった汚物をタンク底面に沿って下水系へ温水
で流し出すようにした



　９　防振スプリング
１０ａ、１０ｂ　架台
１１　ショックアブソーバー
１４　排水管
　１４ａ　先端部
１５　蛇腹管
１６　排水弁
１７　貯水タンク
１８　排出弁
１９　下水系
２０　オーバーフロー管
２１　オーバーフローチューブ
２２　突起部
２３　駆動手段
２４　投入口
２５　回転軸
２６　軸受
２７　プーリ
２８　架台
２９　インバーターモータ
３０　Ｖベルト
３２　操作パネル
３３　収容槽
　３３ｈ　加熱ヒーター
３４　仕切板
３５　排水流路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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